
世
界
的
流
行
を
み
せ

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
弱
毒
性
に
も
か
か

わ
ら
ず
ハ
イ
リ
ス
ク
疾

患
の
あ
る
人
な
ど
か
ら
死
者
も
で
て
い
ま
す
。

川
口
と
も
こ
議
員
は
、
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
立
場
か
ら
相
談
窓
口
の
設
置
や
市
民

へ
周
知
、
感
染
拡
大
防
止
策
、
感
染
拡
大
し

た
場
合
の
対
策
・
訓
練
、
重
症
患
者
の
入
院

受
入
れ
体
制
、
医
薬
品
な
ど
の
確
保
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

市
は
、
電
話
相
談

は
保
健
予
防
課
で
対
応
し
、
土
曜
・
日
曜
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
。
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬
は
国
・
県
で
備
蓄
を
進
め
、
ワ
ク
チ
ン
も

輸
入
量
を
増
や
す
こ
と
で
確
保
が
図
ら
れ
る
。

マ
ス
ク
は
十
分
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
が

備
蓄
に
努
め
る
と
答
え
ま
し
た
。
川
口
議
員

は
市
の
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
か
ら
三
年

が
経
過
し
て
い
る
の
で
国
の
指
針
も
取
り
入

れ
見
直
し
て
い
く
べ
き
。
さ
ら
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
負
担
軽
減
の
検
討
も
要
請
し
ま
し
た
。

市
民
の
暮
ら
し
第
一
に
切
実
な
願
い
実
現
へ

九
月
二
日
開
会
し
た
市
議
会
は
、
提
案
さ
れ
た

二
十
九
議
案
の
う
ち
、
平
成
二
十
年
度
川
越
市
一

般
会
計
決
算
な
ど
十
一
件
の
決
算
認
定
を
継
続
審

査
、
な
ぐ
わ
し
公
園
整
備
事
業
用
地
、
平
成
二
十

一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
八
議
案
を
可

決
し
、
二
十
五
日
閉
会
し
ま
し
た
。

三
月
議
会
、
六
月
議
会
に
続
き
今
議
会
で
も
市

民
負
担
を
求
め
る
議
案
三
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

川
越
市
在
宅
心
身
障
害
者
支
給
条
例
の
改
定
は
、

六
十
五
歳
以
上
で
新
た
に
障
害
者
に
な
っ
た
方
の

手
当
て
を
削
る
も
の
。
市
立
高
校
の
授
業
料
改
定

は
昨
年
に
続
い
て
の
値
上
げ
。
平
成
二
十
一
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
学
校
給
食
費
の
値
上
げ

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
負
担
増
三
案
に
対
し
て
反
対

し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
し
て
、
次
の
通
り

反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

【
討
論
要
旨
】
総
額
約
五
十
億
円
と
大
規
模
だ
が

独
自
財
源
は
わ
ず
か
で
、
三
分
の
二
が
国
か
ら
の

補
助
金
、
三
分
の
一
が
借
金
。
国
の
補
助
は
公
用

車
や
パ
ソ
コ
ン
購
入
な
ど
大
企
業
・
財
界
向
け
が

多
く
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
視
点
で
は
な
い
。

借
金
は
市
民
生
活
と
照
ら
し
計
画
的
に
行
う
も
の

な
ら
単
純
に
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
国
が
一

方
的
に
使
い
道
を
認
め
る
手
法
は
国
と
地
方
自
治

体
の
財
政
の
あ
り
方
か
ら
見
て
問
題
。

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、

財
政
的
な
支
援
を
行
う
な
ど
負
担
軽
減
策
が
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。
五
十
億
円
と
い
う
規
模
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
四
千
七
百
万
円
の
負
担
を
市
民
に
押

し
つ
け
る
の
は
財
政
運
営
そ
の
も
の
に
対
す
る
姿

勢
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

九
月
市
議
会
の
経
過

九
月
定
例
市
議
会
で
日
本
共
産
党
議
員
団
は
四
人
全
員
が
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
深
刻
さ
を
増
す
経
済
状
況
の
も
と
、
市
民
の
切
実
な
願
い
を
掲
げ
、

建
設
的
な
提
案
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
強
化
を

日
本
は
先
進
国
の
中

で
も
教
育
費
の
公
的
支

出
が
少
な
く
家
計
の
負

担
が
重
い
国
で
す
。
欧

米
で
は
国
や
地
方
が
給
食
の
食
材
へ
の
財
政

支
援
を
行
う
の
と
比
べ
、
日
本
で
は
食
材
費

は
保
護
者
負
担
。
今
議
会
で
も
給
食
費
の
値

上
げ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

か
き
た
議
員
は
、
憲
法
で
は
義
務
教
育
は

無
償
と
さ
れ
、
教
育
の
一
環
で
あ
る
給
食
は

本
来
無
償
で
あ
る

べ
き
も
の
。
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
食
材
へ
の
財
政
支
援
な

ど
色
々
な
手
法
を
検
討
し
て
み
て
は
と
提
案
。

市
は
、
国
や
他
市
な
ど
の
状
況
を
見
な
が
ら

研
究
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

地
場
産
の
食
材
の
使
用
に
つ
い
て
た
だ
す

と
市
は
、
川
越
産
の
野
菜
は
値
段
も
高
く
使

用
割
合
が
伸
び
て
い
な
い
と
答
弁
。
か
き
た

議
員
は
、
農
家
な
ど
に
も
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
地
場
産
食
材
の
利
用
を
広
げ
る
よ
う
提

案
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
学
校
給
食
を

市
民
が
住
宅
改
修
す

る
場
合
、
市
が
改
修
費

用
の
五
％
を
補
助
す
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
制
度
は
好
評
で
、
年
度
途
中
で
予
算
枠
を

消
化
し
、
打
ち
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
山
議

員
は
中
小
零
細
業
者
の
仕
事
確
保
の
た
め
一

層
の
予
算
の
増
額
を
求
め
ま
し
た
。
市
は

「
最
大
限
努
力
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

国
保
税
・
医
療
費
減
免
を

み
な
さ
ん
、
国
保
税
や
医
療
費
が
減
免
さ

れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
払
い
た

く
て
も
払
え
な
い
」
方
々
へ
減
免
方
法
、
減

免
基
準
な
ど
の
要
綱
を
つ
く
り
、
市
民
に
公

表
す
べ
き
だ
と
市
に
た
だ
し
ま
し
た
。

市
は
「
国
保
税
や
一
部
負
担
金
減
免
基
準

な
ど
市
民
に
公
表
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
予
算
増
額
を

全
国
各
地
で
時
間
五

〇
ミ
リ
以
上
の
降
雨
が

記
録
さ
れ
、
水
害
が
発

生
、
多
く
の
人
命
を
ふ

く
む
大
被
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。
川
越
で
も

十
一
年
前
に
不
老
川
、
新
河
岸
川
が
あ
ふ
れ

大
水
害
に
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
議
員
は
六
〇
ミ
リ
以
上
降
雨
の
時
の

市
内
で
の
床
上
床
下
浸
水
被
害
を
想
定
し
、

対
策
を
と
主
張
。
市
は
川
越
で
も
十
分
考
え

ら
れ
る
の
で
検
討
す
る

と
答
え
ま
し
た
。

震
度
六
強
の
地
震
が

お
き
た
時
、
市
内
で
は
全
壊
が
約
五
千
棟
、

半
壊
一
万
八
千
棟
、
死
者
八
百
八
十
人
、
重

軽
傷
者
二
万
二
千
名
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
仮
設
住
宅
、
一
人
住
ま
い

の
お
年
寄
り
、
障
害
者
家
庭
へ
の
援
助
な
ど

の
対
策
を
提
案
、
市
は
住
宅
用
地
な
ど
検
討

し
て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

時
間
六
〇
ミ
リ
降
雨
の
被
害
想
定
を

日本共産党は、市民負担と

なる下記3議案については

反対し、26議案と人事案1

件について賛成しました。

○：賛成

×：反対

啓
政
会

公
明
党

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
川
越
21

や
ま
ぶ
き
同
志
会

自
民
ク
ラ
ブ

民
主
党

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
ピ
リ
ッ
ト
50

無
所
属

川
口
啓
介
議
員

日
本
共
産
党

市立高校授業料値上げ ○ ○ ○ ○ ○ × ※1 ※2 ○ ×

在宅障害者手当て削減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※2 ○ ×

学校給食費値上げ
(補正予算案)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※2 ○ ×

※1.高橋剛議員は反対。※2.須賀博議員は欠席のため採決に加わっていません

行財政改革って、市民に次々と負担を押し付けること？

日本共産党の立党の精神は、国民の苦難を軽減するために力を尽くすことです

佐藤けいし議員 本山修一議員 かきた有一議員 川口ともこ議員


